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＜講義概要＞ 

生体を構成する細胞の DNA に損傷が起きるとどのような機構で修復されうるのか、さら

に、組織レベルでも生体を防御する機構が働くことについては、3回目の講義で述べた。今

回は最初に、細胞では低線量・低線量率放射線に対する“特有の仕組み”が働く可能性が

あることについてふれた。次に、今までに起きた原子力発電所などでの事故例を挙げて、

その疫学調査結果などからどのような健康影響を及ぼしたかについて説明した。最後に、

放射線が発がんに繋がるリスクの算定や防御に対する考え方についての解説を加えた。 

 

＜主な内容＞ 

１．低線量放射線に対する細胞の応答 

① 適応応答：放射線に対する耐性の獲得 

② バイスタンダー効果: 周囲の細胞への照射効果の波及 

③ ゲノム不安定性：細胞分裂を経て起こる遅延型突然変異 

２．放射線被ばくによる健康障害の発生と調査 

① 世界中の原子力関連施設で起きた重大な被ばく事故 

② 原爆被ばくによる健康影響についての疫学調査 

③ チェルノヴイリ原発事故：ベラルーシにおける甲状腺がんの発生（疫学調査） 

④ 福島第一原子力発電所事故：住民の被ばく線量についての追跡調査 

⑤ 職業被ばくについての疫学調査（ウラン鉱山労働者、核兵器工場作業者） 

⑥ 年間実効線量の世界平均と日本平均の比較 

⑦ 高自然放射線地域における健康調査（疫学調査） 

３．放射線発がんとリスク評価 

① L モデルと LQ モデル 

 ② 低線量、低線量率の UNSCEAR（国連科学技術委員会）による定義 

 ③ 宇宙放射線被ばくによる発がんリスクの推測 

 ④ 福島第一原発事故当時の 1歳児が甲状腺がんを発症する確率の予測 

 ⑤ 国際機関による推定：100 mSv 被ばく者に対するがん死亡の生涯リスク 

４．遺伝的（性）リスクの推定 

 ① 直接法と倍加線量法 

 ② 発がんと遺伝的（性）影響をあわせての健康リスクの推定(ICRP 2007 年報告) 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


